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子どもフットサル教室
　プロフットサルチーム「ボルクバレット
北九州」の選手が指導します。いずれも
3月11日㈪・18日㈪、浅生スポーツセン
ター（戸畑区浅生二丁目）で。 ▼Aコース
＝17時30分～18時45分。◎5歳～小学2
年生　 ▼Bコース＝19～20時30分。◎
小学3～6年生。♦☆各日各コース20
人。＄3240円。＃3月8日まで。詳細は同
センター☎883・5501へ。

市民体育祭 登山大会
　足立山～小文字山など（約7㎞）を登
ります。3月17日㈰9時、足立青少年の家
（小倉北区寿山町）に集合。15時頃、同
所で解散。☆先着40人。＄100円。＃2月
18日から市民文化スポーツ局スポーツ

振興課☎582・2395へ。

若松勤労青少年ホームの
スポーツ
リラックスヨガ講座　いずれも4～9月
のおおむね毎週1回（全18回）。月曜A
コース（17時30分～19時）、月曜Bコー
ス（19時15分～20時45分）、水曜コース
（10時30分～12時）、木曜コース（10時
30分～12時）、金曜コース（19～20時30
分）あり。☆各コース15～20人。＄8100
円（35歳以下は5400円）。
ジャズダンス講座　4月11日～7月25日
のおおむね毎週木曜日（全15回）19～
21時。☆10人。＄6750円（35歳以下は
4500円）。
　♦◎15歳以上。＃電話で3月5日ま
でに若松勤労青少年ホーム（若松区浜
町二丁目、☎761・7500）へ。£も可。

レクリエーション協会の
スポーツ
　いずれも4月～来年3月のおおむね毎
週1回（全36～50回）。
❶バドミントン健康教室　 ▼三萩野体
育館（小倉北区三萩野三丁目）＝火曜日

の部（10～12時）、水曜日の部（14～16
時）　 ▼曽根体育館（小倉南区下曽根四
丁目）＝木曜日10～12時。❶の♦☆先
着各会場各部20人。＄月額2000円。
❷インディアカ教室　 ▼若松体育館（若
松区古前一丁目）＝月曜日　 ▼三萩野
体育館＝火曜日　 ▼浅生スポーツセン
ター（戸畑区浅生二丁目）＝火曜日。❷
の♦18時30分～21時。☆先着各会場
20人。＄月額800円～1000円。
❸パドルテニス教室　 ▼城山体育館
（八幡西区屋敷二丁目）＝月曜日。昼の
部（12～17時）と夜の部（17～21時）あり

▼的場池体育館（八幡西区的場町）＝水
曜日19～21時　 ▼黒崎体育館（八幡西
区藤田四丁目）＝木曜日の部（12～16
時）、金曜日の部（9～12時）。❸の♦
☆先着各会場各部30人。＄月額1500円。
　♦＃2月18日から北九州市レクリエ
ーション協会☎921・2801へ。

卓球教室
　いずれも4月4日～6月13日のおおむ
ね毎週木曜日（全10回）、北九州パレス
（小倉北区井堀五丁目）で。 ▼一般の部
（11時30分～13時30分）＝◎18歳以上。

＄6000円（34歳以下は5500円）　 ▼ジ
ュニアの部（17時30分～19時30分）＝◎
新小学1～6年生。＄6000円。♦☆先
着各16人。＃2月17日から同施設☎651・
4600へ。

市からの郵便物の内容を
点字でお知らせ
　年度当初に市が発行する市県民税、
固定資産税、国民健康保険料、介護保険
料の納税・納入通知書、重度障害者医
療証の送付用封筒に文書の内容を示す
点字シールを貼って、希望者に送付しま
す。◎視覚に障害のある新規希望者。＃
3月1日までに保健福祉局障害福祉企画
課☎582・2453へ。

4600へ。

お知らせ

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ
　
♥
各
区
役
所
国
保
年
金
課

加
入
す
る
人

　
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
加
入
者
と
そ
の
扶
養
家

族
と
し
て
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
た
全
て
の
人
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。３
カ
月
を
超
え

て
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
も
含
み
ま
す
。

給
付
内
容

　
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
て
、保
険
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。負
担
割
合
は
、年
齢
や
所
得

に
応
じ
て
１
〜
３
割
で
す
。

　
病
院
な
ど
で
の
１
カ
月
の
支
払
い
金
額
が
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、申
請
に
よ
り
超

え
た
分
の
金
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
高
額
療
養
費
制
度
）。な
お
、入
院
や
外
来
で
医

療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、事
前
に
住
所
地
の

区
役
所
国
保
年
金
課
で
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交

付
を
受
け
れ
ば
、支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、出
産
育
児
一
時
金
や
葬
祭
費
な
ど
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
災
害
に
よ
る
損
害
、失
業
に
よ
る
所
得
の
減
少

な
ど
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
医
療
費
の
負
担
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、住
所
地
の
区
役
所
国
保
年

金
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料

　
保
険
料
は
、世
帯
の
人
数
や
所
得
に
応
じ
て
計

算
し
ま
す
。算
定
の
対
象
に
な
る
所
得
は
給
与
所

得
、事
業
所
得
、公
的
年
金
等
の
雑
所
得
、確
定
申

告
し
た
株
式
等
の
譲
渡
所
得
な
ど
で
す
。遺
族
年

金
、障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
所
得
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

　
毎
年
６
月（
特
別
徴
収
の
世
帯
は
７
月
）に
年
間

（
４
月
〜
翌
年
３
月
）の
保
険
料
を
各
世
帯
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、年
度
途
中
で
加
入
・
脱
退

す
る
と
き
の
保
険
料
は
、月
割
り
で
計
算
し
ま
す
。

※
保
険
料
の
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）は
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
被
保
険
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
の
う
ち
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
世
帯
は

対
象
外
で
す
。

※
災
害
に
よ
る
損
害
、失
業
に
よ
る
所
得
の
減
少

な
ど
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、住
所
地
の
区
役
所
国

保
年
金
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
軽
減

　
世
帯
全
員
の
所
得
が
基
準
を
下
回
る
と
き
は
、

保
険
料
の
う
ち
平
等
割
額（
一
世
帯
当
た
り
の
額
）

と
均
等
割
額（
一
人
当
た
り
の
額
）が
軽
減
さ
れ
ま

す
。軽
減
の
判
定
は
、国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
た
人
の
人
数
や
所
得
を

含
め
て
行
い
ま
す
。ま
た
、解
雇
な
ど
に
よ
り
失
業

し
た
人
の
う
ち
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
人
に
つ

い
て
も
、届
出
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

加
入
・
脱
退
す
る
と
き

加
入
手
続
き
が
必
要
に
な
る
の
は

●
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
と
き

●
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

●
出
生
し
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
　
な
ど
で
す
。

脱
退
手
続
き
が
必
要
に
な
る
の
は

●
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

●
市
外
へ
転
出
す
る
と
き

●
死
亡
し
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
　
な
ど

で
す
。

　
い
ず
れ
も
、事
由
が
発
生
し
て
か
ら
14
日
以
内

に
、住
所
地
の
区
役
所
国
保
年
金
課（
転
出
・
転
入

の
場
合
は
住
所
地
の
区
役
所
市
民
課
か
出
張
所
）

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、加
入
資
格
が
発

生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
た

り
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担

し
た
り
す
る
な
ど
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
75
歳
以
上
の
人
は
、国
民
健
康
保
険
を
脱
退
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ
の
場
合
に
限
り
、国
民
健
康
保
険
の
脱
退

手
続
き
は
自
動
的
に
行
わ
れ
、届
け
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

医
療
費
な
ど
の
還
付
金

詐
欺
に
ご
注
意
を

　
区
役
所
等
の
公
的
機
関
の
職
員
が
電
話

を
か
け
、A
T
M（
現
金
自
動
預
払
機
）で

医
療
費
な
ど
の
過
払
金
の
払
い
戻
し
の
手

続
き
を
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。も
し
電
話
な
ど
で
A
T
M
に
行
く

よ
う
指
示
さ
れ
た
ら
、ま
ず
家
族
や
警
察

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。


